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資源を賢く分離する 

天然および廃棄物資源には有価物と不要物が混合して存在しますが，前者は高効率回収，
後者は分離除去・適正処分する必要があります。この際のキーテクノロジーは成分分離技術
ですが，省エネルギー的には固相状態での分離「ソフトセパレーション」が重要となります。こ
のソフトセパレーションを効率的・省エネルギー的に行うには，以下の2つの技術が不可欠で
あり，当研究室ではその検討を精力的に行っています。 
1. 分離の前処理として，構成成分を効率よく単体分離するための粉砕技術 
2. 単体分離された各種固相成分の省エネルギー的・高効率分離技術 
 

Smart separation of resources  

以下に，具体的なテーマの例を記しました。 
◆高性能（LIBS・XRF・XRT等）ソーティング技術・最適プロセス開発 
◆超音波照射マイクロバブル浮選技術開発 
◆E-wasteからのレアメタル等各種金属類回収のための破砕技術開発 
◆廃バッテリからの正極材（Co, Ni, Mn, Li等）の濃縮技術開発 
◆廃自動車排ガス浄化触媒からのPGM濃縮のための破砕・選別技術開発 

 

XRT・XRFソータを活用した 
「サッシtoサッシ」プラント 

430 kHz  38 kHz 

浮選セル 

高速度カメラキット 
超音波発振器 

超音波照射マイクロバブル浮選装置（周波数によりバブルの凝集分散性を制御） 

ICチップ 

中心部の金属素材 足部分 プラスチック 部品内部の金属 

電気パルス粉砕によって単体分離された各種素材 
急冷による自動車排ガス浄化触媒の応力分布 
（PGMを含むコート相のみに引張応力が働く） 

［廃棄物資源を賢く分離する］ 
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